
業務：保内町宮内線 

八幡浜市乗合タクシー運行業務委託仕様書 

 

本仕様書は、保内町宮内線八幡浜市乗合タクシー運行業務の実施に関して、必要

な事項を定めるものとする。 

 

1. 業務名  八幡浜市乗合タクシー保内町宮内線運行業務 

 

2. 事業主体 八幡浜市 

 

3. 運行主体 

 運行開始までに道路運送法第４条に定める一般乗合旅客自動車運送事業の許可

を取得する見込みの者。なお、許可申請等に要する費用は、運行事業者が負担す

るものとする。 

 

 

4. 業務委託期間 

令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 
※ 令和８年度予算成立を前提とする。 
※ 契約の期間は、前年度の業務実績を踏まえ、延長契約を締結し、 

最長令和１１年３月３１日までとする。 
 

 

5. 業務内容 

（１）運行方法 

① 基本的な運行経路、運行ダイヤ等に基づき、予約制の「乗り合い方式」に

より、乗車場所から目的地（降車場所）まで運行（区域運行）する。この

場合、予約状況に応じた運行距離を優先した最適な運行経路及び順序で運

行を行い、予約のない乗車場所は経由しない。 

② 予約のない便は運行しない。 

 

（２）路線、運行日、運行便数 

路線 
運行区域 運行日 

運行便数 対象地区 市街地 

保内町宮内線 保内町宮内 

公共施設、医療機

関、商業施設等を

含む市内中心部 

月曜～土曜 

各５便 

※ 日曜日、祝日及び年末年始は運行しない。 

 



（３）運行ダイヤ（各地域共通） 

 往路（地域⇒市街地） 復路（市街地⇒地域） 

１便 ８：００  

２便 ９：００  

３便  １２：００ 

４便 １３：００  

５便  １５：００ 

※ 起点（予約のあった乗車場所）の出発時刻。 

  

（４）運行区域 

別紙「保内町宮内線運行区域図」のとおり 

 

（５）運行車両 

① 事業に使用する車両は、運行事業者が所有するジャンボタクシーまたはセ

ダン型タクシーとし、予約状況及び車両定員に応じた最も適切、且つ経済

的な運行が可能となる車両を配車すること。なお、一般乗用旅客自動車運

送事業との兼用は可とする。 

② 車両は、業務の遂行に必要な各種法令に適合するものであること。 

③ 車両の点検及び清掃を適宜実施し、適正な維持管理に努め、運行に支障が

ないよう対応すること。 

④ 運行にあたっては、乗合タクシーであることが分かるように、マグネット

シートを車両の両側面に掲示するものとする。なお、マグネットシートは

八幡浜市が作成し、運行事業者に貸与する。 

 

（６）乗降場所等（停留所） 

① 乗車場所（２９箇所）については、路線バスの停留所がある市中心部の一

部箇所を除き、路面貼付シート等により八幡浜市が標示する。 

※ 別紙「保内町宮内線運行区域図」参照 

② 目的地（降車場所）については、区域内における基本的な運行経路上の場

所であれば、降車可能とする。ただし、交差点付近及び安全な運行に支障

がある場合を除く。  



（７）利用料金（運賃） 

① 乗合タクシーの利用料金（運賃）は次のとおりとし、支払については、降

車時に、現金により運転手が利用者から受け取るものとする。 

運行区域 
利用料金（１人１乗車につき） 

大人（中学生以上） 小人（小学生以下） 

両家、枇杷谷、鼓尾発着 ５００円 ２５０円 

 ２人以上乗り合わせた場合 ４００円 ２００円 

上記以外発着 ４００円 ２００円 

 ２人以上乗り合わせた場合 ３００円 １５０円 

同一運行区域内 ２００円 １００円 

※ 未就学児については、保護者１人につき２人まで無料。 

※ 各種障害者手帳の所持者については、上記料金の半額とする。 

② 八幡浜市高齢者外出支援事業、八幡浜市重度障害者（児）外出支援事業ま

たは八幡浜市高齢者運転免許自主返納支援事業による助成券の使用がで

きるものとする。ただし、この場合において生じる釣銭の支払いの必要は

ない。 

③ 徴収した利用料金は、八幡浜市の収入とし、八幡浜市が発行する納入通知

書により運行月の翌月末日までに納付するものとする。 

 

（８）予約受付及び配車に関すること 

① 運行事業者は、予約センターを設置し、利用者からの予約を電話等により

受け付け、運行経路の選定・配車を行い、必要に応じて予約者に送迎時間

等の連絡を行うなど円滑な運行を実施するものとする。 

② 予約センターは、既存の一般乗用旅客自動車運送事業との併用を可とし、

本業務における専属性は求めないものとする。なお、予約受付に関する費

用は、全て運行事業者の負担とする。 

 

（９）実績報告等に関すること 

① 運行事業者は、利用者等の運行記録に関する日報及び月報を作成し、運行

月の翌月１０日までに、八幡浜市に提出するものとする。 

② 実績報告書等の様式等は、別途八幡浜市が定めて運行事業者に指示する。 

③ 運行事業者は、事故等が発生した場合は、迅速かつ的確に対応し、速やか

に報告するとともに事故報告書（様式自由）を作成し、八幡浜市に提出す

るものとする。 

④ 運行事業者は、利用者からの苦情・問い合わせ等に誠実に対応するととも

に、苦情の処理については苦情処理報告書（様式自由）を作成し、八幡浜

市に提出するものとする。 

⑤ 随時、運行事業者は八幡浜市の求めに応じて、必要なデータ等を報告する

ものとする。 

 



6. 委託料 

（１）予約により運行した車両の実車区間の距離に対し、愛媛県南予地区におけ

るタクシー自動認可運賃基準（時間距離併用制運賃）を適用した場合の運

賃額（メーター運賃）を委託料とする。ただし、地域エリアのみの運行の

場合、９００円を委託料に加算することとする。 

（２）事務手数料として、利用者１人あたり上限３１０円を委託料に加算するこ

ととする。※令和7年度単価として 

（３）八幡浜市は、運行事業者から提出のあった実績報告書等に基づき、請求受

理後３０日以内に支払うものとする。 

 

7. 注意事項 

（１）運行事業者は、事業を実施するにあたって、道路運送法、道路運送法施行

令、道路運送法施行規則並びにその他関係法規及び通知等を遵守すること。 

（２）運行事業者は、業務上知り得た個人情報その他の秘密を他人に漏らしては

ならない。 

（３）運行事業者は、業務を円滑に遂行するため、逐次、八幡浜市と協議しなけ

ればならない。また、本仕様書に記載されていない事項であっても、業務

実施上必要と認められる事項については、その都度、八幡浜市と協議を行

うこと。 

（４）運行事業者は、運行においては、地域公共交通の一つを担うという意識を

持ち、利用者の立場にたった対応を心がけること。 

（５）運行事業者は、運転手や予約受付者など事業に従事する者に対して、事業

実施上、必要な指導や教育を実施し、乗合タクシーの運行に支障を来たさ

ないよう万全を期すこと。 

（６）運行事業者は、事業の遂行にあたっては、安全管理を徹底するとともに、

事故を未然に防止するよう最大限努めること。 

（７）運行事業者は、事業の実施にあたり生じた損害（第三者に及ぼした損害を

含む。）については、その賠償その他一切の責任を負うものとする。ただ

し、運行事業者の責によらないものは、この限りではない。 

 

8. その他 

 本仕様書に記載のない事項、又は疑義が生じた事項については、八幡浜市と運

行事業者が相互に協議の上、定めるものとする。 



保内町宮内線運行区域図

－運行ルート ●乗り場

※降りるときは運行ルート上であればフリー

※エリア外は乗降不可

※各エリア間の移動は、予約の状況に応じた最短ルートを運行

※市街地エリア間の移動は不可

地域内エリア

市街地エリア

八幡浜みなっと

フジグラン北浜 市役所

市立病院

新町角（ローソン前）

本町（郵便局付近）

大正町（広瀬病院） フジ八幡浜

にしわき眼科

八幡浜駅

保健センター

赤ひげ谷

鼓尾上

（上田邸前）

両家・枇杷谷集会所

両家中組防火水槽前

元両家公民館

駄場下（両家）

高徳寺入口

元菊茂建設倉庫前

西上自治公民館前

西下自治公民館前

西下消防詰所前

四電寮宮内前

舟来谷自治公民館前

保内庁舎

木村チェーン

大竹自治公民館前

宮内地区公民館駐車場

駄場自治公民館前

1便 ８：００発

2便 ９：００発

4便 １３：００発

3便 １２：００発

5便 １５：００発


